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可動堰管理橋の床版工事の状況等について、お知らせします。

管理橋 床版の工事を進めています
可動堰管理橋上部工工事

管理橋 床版の工事を進めています
可動堰管理橋上部工工事

新可動堰の管理橋は、右岸高水敷部の長さ２６６メートルを施

工中です。

現在、橋桁の上に設置する「床版（しょうばん）」と呼ばれる

道路の床部分の施工をはじめており、平成２５年度中の管理橋完

成をめざして工事を進めています。

鋼製のパネルを橋桁の上にクレーンで設
置します。

設置したパネル上に鉄筋を組み立てます。 鉄筋を設置した後に、ポンプでコンクリ
ートを打設します。

工事の流れ工事の流れ

打設したコンクリート
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パネル
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しています。
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管理橋の構造管理橋の構造

橋桁

地域の皆様に工事の進捗

状況等を見学して頂けるよ

う、新可動堰から約50メー
トル下流の右岸堤防上に見

学台とベンチを設置しまし

たので、ご利用下さい。

なお、工事区域は危険で

すので、工事関係者以外の

立ち入りを禁止しています。

ご理解とご協力をお願い

致します。

現場を一望できる見学台を設置しました現場を一望できる見学台を設置しました

【設置場所の見取り図】

車でお越し頂く場合
は、「さくら公園」
の駐車場をご利用頂
くと便利です。

堤防の上に設置した見学台
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万代長嶺小学校6年生が大河津分水へ訪れました万代長嶺小学校6年生が大河津分水へ訪れました

6月7日（金）、新潟市立万代長嶺小学校6年生
約60名の皆さんが大河津分水へ訪れました。平
成22年度より「信濃川を学ぶキッズリバーガイ
ド」の活動を行っており、越後平野発展の礎と

なった大河津分水を学ぶため現場学習に訪れま

した。

信濃川大河津資料館で歴史や役割を学んだ後、

新旧可動堰、大河津分水路河口などを見学しま

した。

児童たちは熱心にメモを取ったり、担当者に

質問しながら学習に取り組んでいました。
普段は立ち入ることができない現場の見学に児童たちも楽しそうでした。

大河津分水の役割はわかりましたか？
また見学に来てくださいね！



工事や河川に関することはなんでも大河津出張所へ Tel 0256-97-2121（建設監督官在所）

大河津出張所 ：大河津分水全般に関する工事監督・維持管理等

建設監督官（可動堰改築担当）：大河津可動堰改築事業に関する工事監督等

『可動堰なんでも電話』を開設し、みなさんからのご意見・ご質問などをお待ちしております。
０２５８－３２－３１３４ （平日 ＡＭ９：００～ＰＭ４：００）

信濃川河川事務所

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/

信濃川大河津資料館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/ohkouzu/index.html

大河津可動堰情報館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/kadouzeki/

大河津可動堰情報館ホームページから、毎月１日には可動堰回覧板の最新号をご覧頂けます。また、
バックナンバーも合わせてご覧頂けます。アドレスは「http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/kadouzeki/」です。

第６回事業監理委員会を開催 ～5月21日～

右岸堤防の護岸完成

～洪水に強い堤防になりました～

右岸堤防の護岸完成

～洪水に強い堤防になりました～

新可動堰付近の右岸堤防に、延長が約380
メートルのコンクリートブロックによる護岸

が完成しました。

護岸は、洪水の流れにより堤防が削られた

り、崩されたりすることを防止するために設

置しており、護岸が完成したことで、以前に

も増して洪水に強い堤防になりました。

完成した堤防の護岸

洪水時の堤防付近の状況

（平成23年7月30日撮影）

大河津可動堰改築事業において、適切

な事業執行及び総合的なコスト縮減策に

ついて学識者等の第三者から意見・助言

を頂くため、5月21日（火）に信濃川大
河津資料館において「第６回 大河津可動

堰特定構造物改築事業監理委員会」を開

催しました。

委員からは、全体事業費を踏まえた厳

格な予算管理・工程管理に努めることや、

コストの縮減を引き続き取り組むことな

どの意見が出されました。委員による工事現場視察 委員会での審議の状況

日本河川協会「河川功労者」

～樋管操作員の齋藤廣吉さんが表彰～
日本河川協会「河川功労者」

～樋管操作員の齋藤廣吉さんが表彰～

洪水で大河津分水の水位が
高くなると、樋管から水が逆
流して、浸水被害が発生する
恐れがあるんだ。だから、洪
水になったら、樋管の水門を
閉める作業が必要なんだね。

この度、子の明（ねのあけ）樋管の操作員と

して長年にわたりお務め頂いている齋藤廣吉さ

んが（財）日本河川協会「河川功労者」として

表彰されました。

河川功労者は毎年、都道府県知事や地方整備

局長等からの推薦により（財）日本河川協会で

審査されたのちに決定されるもので、昨年まで

に3,290名の方が表彰されています。

今年は、5月28日（火）に東京都内で表彰式が開催され、齋藤さん
を含めた86の個人及び団体が表彰されました。
齋藤さんは、業務が多忙のなかで約30年間にわたり樋管操作員とし

て従事され、洪水が起きるたびに地域の安全を守るために現場でご尽

力されました。今回の表彰をお祝いするとともに、齋藤さんの益々の

ご活躍をお祈り致します。おめでとうございました。

齋藤廣吉さん
平成23年7月新潟福島豪雨災害時の子の明樋管
の状況


